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１．研修・訓練の実施

⑴：研修・訓練に関するルールの理解

自然災害発生時におけるBCP：Ⅴ章 自然災害BCPの研修・訓練

・BCP は、作成するだけでは実効性があるとは言えません。
・危機発生時においても迅速に行動が出来るよう、関係者に周知し、平時から研修、訓練を行う必要があります。
・また、最新の知見等を踏まえ、定期的に見直すことも重要です。

【基準省令】
・従業員に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実施しなければならない。

【解釈通知】
・研修の内容は、感染症及び災害に係る業務継続計画の具体的内容を職員間に共有するとともに、

平常時の対応の必要性や、緊急時の対応にかかる理解の励行を行うものとする。
・職員教育を組織的に浸透させていくために、定期的（年１回以上<施設サービスは年2回以上＞）な教育を実施するとともに、

新規採用時には別に研修を実施することが望ましい。
・また、研修の実施内容についても記録すること。
・なお、感染症の業務継続計画に係る研修については、感染症の予防及びまん延の防止のための研修と一体的に実施することも差し支えない。

・訓練（シミュレーション）においては、
感染症や災害が発生した場合において迅速に行動できるよう、業務継続計画に基づき、事業所内の役割分担の確認、
感染症や災害が発生した場合に実践するケアの演習等を定期的（年１回以上<施設サービスは年2回以上＞ ）に実施するものとする。

・なお、感染症の業務継続計画に係る訓練については、
感染症の予防及びまん延の防止のための訓練と一体的に実施することも差し支えない。

・訓練の実施は、机上を含めその実施手法は問わないものの、机上及び実地で実施するものを適切に組み合わせながら実施することが適切である。

※ 居宅介護支援事業所における：業務継続計画の策定、研修及び訓練の実施については、基準第 19 条の２に基づき事業所に実施が求められるものであるが、
他のサービス事業者との連携等により行うことも差し支えない。
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⑵：研修の実施：➀厚労省研修動画の活用

自然災害発生時におけるBCP：Ⅴ章 自然災害BCPの研修・訓練

⇦ 介護施設・事業所における業務継続計画（ＢＣＰ）作成支援に関する研修
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/douga_00002.html

➀厚労省研修動画：BCPとは
https://www.youtube.com/watch?v=KNNmN8Y998A

➁厚労省研修動画：共通事項（概要編）
https://www.youtube.com/watch?v=9ub44AH8Yoc

➂厚労省研修動画：共通事項
https://www.youtube.com/watch?v=QGovUJA0slM

➃厚労省研修動画：通所サービス固有事項
https://www.youtube.com/watch?v=XbJCHhqmocg

➄厚労省研修動画：訪問サービス固有事項
https://www.youtube.com/watch?v=AGJkMvC_TZE

➅厚労省研修動画：居宅介護支援サービス固有事項
https://www.youtube.com/watch?v=PZIcc69crls

年に1回以上の研修やシミュレーションとありますが、
これは年に最低1回という意味ではありません！
下記のあるべき姿への研修設計が重要になってきます！
・業務継続計画の具体的内容を職員間で共有できている姿
・災害発生時などにおいて、迅速に行動できる姿
・事業所内の役割分担や実践するケアを理解できている姿

１．研修・訓練の実施
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⑵：研修の実施：➁自社で取り決めしたのBCPの内容の周知に関する研修

自然災害発生時におけるBCP：Ⅴ章 自然災害BCPの研修・訓練

1-1．平常時の対応 ２-1．緊急時の対応

（１）建物・設備の安全対策の理解 （１）BCP 発動基準の設定と理解

（２）電気が止まった場合の対策の理解 （２）行動基準の理解

（３）ガスが止まった場合の対策の理解 （３）対応体制の理解

（４）水道が止まった場合の対策の理解 （４）対応拠点の理解

（５）通信が麻痺した場合の対策の理解 （５）安否確認方法の理解

（６）システムが停止した場合の対策の理解 （６）職員の参集基準の理解

（７）衛生面（トイレ等）の対策の理解 （７）施設内外での避難場所・避難方法の理解

（８）必要品の備蓄の理解 （８）重要業務の継続の理解

（９）資金手当ての理解（経営者） （９）職員の管理

（10）復旧対応への理解

1-2．平常時の対応【訪問・通所サービス固有事項】 ２-2．緊急時の対応【訪問・通所サービス固有事項】

（１）【訪問・通所】緊急連絡先の把握 （１）サービス提供を長期間休止する場合

（２）【訪問・通所】居宅介護支援事業所と連携 （２）あらかじめ検討した対応方法に基づく対応

（３）【訪問】利用者宅を訪問中の発災への備え

（４）【訪問】移動中の発災への備え

（５）【訪問・通所】避難方法や避難所に関する情報把握

1-3．災害が予想される場合の対応【訪問・通所サービス固有事項】

（１）台風などで甚大な被害が予想される場合

自社で取り決めしておくべき内容とその周知の為の研修として
「平常時の対応」と「緊急時の対応」などの、周知の為の研修が考えられます。

【研修のカリキュラムの例】

周知する為の研修企画と
実施の手順イメージ

❶作成したBCPを周知する為の
研修カリキュラムを設定する

❷研修スケジュールを立てる

❸研修を実施する

１．研修・訓練の実施
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自然災害発生時におけるBCP：Ⅴ章 自然災害BCPの研修・訓練

研修スケジュールを立てる

【BCPの周知の為の研修カリキュラムの例】 【年間研修スケジュールのイメージ】

1-1．平常時の対応 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（１）建物・設備の安全対策の理解 ●

（２）電気が止まった場合の対策の理解 ●

（３）ガスが止まった場合の対策の理解 ●

（４）水道が止まった場合の対策の理解 ●

（５）通信が麻痺した場合の対策の理解 ●

（６）システムが停止した場合の対策の理解 ●

（７）衛生面（トイレ等）の対策の理解 ●

（８）必要品の備蓄の理解 ●

（９）資金手当ての理解（経営者）

1-2．平常時の対応【訪問・通所サービス固有事項】

（１）【訪問・通所】緊急連絡先の把握 ●

（２）【訪問・通所】居宅介護支援事業所と連携 ●

（３）【訪問】利用者宅を訪問中の発災への備え ●

（４）【訪問】移動中の発災への備え ●

（５）【訪問・通所】避難方法や避難所に関する情報把握 ●
1-3．災害が予想される場合の対応【訪問・通所サービス固有事項】

（１）台風などで甚大な被害が予想される場合 ●

１．研修・訓練の実施

⑵：研修の実施：➁自社で取り決めしたのBCPの内容の周知に関する研修
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自然災害発生時におけるBCP：Ⅴ章 自然災害BCPの研修・訓練

自社で取り決めしたBCPの内容について机上での訓練をしてみましょう

問１．震度5の地震が09：30に発生し、
電気とガスが止まりました。

➀職員は、どのような行動をとりますか？

【解説】問１．震度５の地震が09：30に発生し、
電気とガスが止まりました。

➀職員が適切な行動をとるためには、
下記のことを理解している必要があります。

（１）建物・設備の安全対策が理解できている

（２）電気が止まった場合の対策が理解できている

（３）ガスが止まった場合の対策が理解できている

⑶：訓練（シミュレーション）の実施：➀机上訓練シナリオを作っての訓練の実施

１．研修・訓練の実施
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自然災害発生時におけるBCP：Ⅴ章 自然災害BCPの研修・訓練

問２．震度6の地震が21：00に発生しました。

➀職員は、どのような行動をとりますか？

➁管理者は、どのような行動をとりますか？

【解説】問２．震度6の地震が21：00に発生しました。

➀職員が適切な行動をとるためには、
下記のことを理解している必要があります。

（１）BCP 発動基準が理解できている
（２）行動基準が理解できている
（３）対応体制が理解できている
（４）対応拠点が理解できている
（５）安否確認方法が理解できている
（６）職員の参集基準が理解できている
（７）施設内外での避難場所・避難方法が理解できている
（８）継続すべき重要業務が理解できている

➁管理者が適切な行動をとるためには、上記のことに加えて
下記のことを理解している必要があります。

（９）職員の管理（災害時の勤務シフト原則など）
（10）復旧対応への理解

自社で取り決めしたBCPの内容について机上での訓練をしてみましょう

１．研修・訓練の実施

⑶：訓練（シミュレーション）の実施：➀机上訓練シナリオを作っての訓練の実施
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⑶：訓練（シミュレーション）の実施：➁実際の体を動かしての訓練の実施

自然災害発生時におけるBCP：Ⅴ章 自然災害BCPの研修・訓練

作成したBCPに無理がないか実証する為の訓練企画と実施の手順イメージについて

訓練企画と
実施の手順イメージ

❶BCP内容を実証する為の
訓練カリキュラムを設定する

❷訓練スケジュールを立てる

❸訓練を実施する

【訓練カリキュラム項目の例】 【年間研修スケジュールのイメージ】

1：情報連携の訓練 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

・正確な情報の入手の為の行政との連携シミュレーション

●・利用者家族との状況連絡シミュレーション

・活動記録の記載シミュレーション

2：消火訓練 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

・地震発生直後直ちに火元の点検、ガス漏れの有無の確認などを行い、

●発火の防止に万全を期すとともに、発火の際には消火に努める為の

シミュレーション

3：電気・ガス・水道が止まった場合の訓練 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

・停電時のシミュレーション

●・ガスがとまった場合のシミュレーション

・断水時のシミュレーション：衛生面（トイレ等）対策等

4：通信麻痺・システム停止時の訓練 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

・通信麻痺時のシミュレーション

●・システム停止時のシミュレーション

・代替手段のテスト等

5：安否確認・避難誘導の訓練 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

・安否確認（事業所内・事業所外）のシミュレーション

●・事業所内での避難誘導のシミュレーション

・避難所等事業所外への避難誘導のシミュレーション

6：応急物資の確保等に関する訓練 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

・食料、飲料水などの確保のシミュレーション

●・生活用品などの確保のシミュレーション

・炊きだしや飲料水の配布のシミュレーション

7：救護訓練 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

・負傷者の救出シミュレーション

●・応急手当のシミュレーション

・病院などへの搬送シミュレーション

9：地域連携の訓練 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

・地域住民や近隣の福祉施設と共同した救護活動のシミュレーション

●・ボランティア受け入れのシミュレーション

・ハザードマップに対応したシミュレーション

実際の災害現場を想定しての
シミュレーションを行うことで
考えていたことのギャップに
気づくことができます！

１．研修・訓練の実施
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２．研修・訓練の振り返り

自然災害発生時におけるBCP：Ⅴ章 自然災害BCPの研修・訓練



14

２．研修・訓練の振り返り

（１）研修の振り返り

自然災害発生時におけるBCP：Ⅴ章 自然災害BCPの研修・訓練

頭の中で計画したことを実際に実行してみると 、「食い違いがある」。
【問題点や改善点などの意見のヒアリングシートのサンプル】

1-1．平常時の対応 問題点や改善点などの意見

（１）建物・設備の安全対策の理解 ➡

（２）電気が止まった場合の対策の理解

（３）ガスが止まった場合の対策の理解

（４）水道が止まった場合の対策の理解

（５）通信が麻痺した場合の対策の理解

（６）システムが停止した場合の対策の理解

（７）衛生面（トイレ等）の対策の理解

（８）必要品の備蓄の理解

（９）資金手当ての理解（経営者）

1-2．平常時の対応【訪問・通所サービス固有事項】 問題点や改善点などの意見

（１）【訪問・通所】緊急連絡先の把握 ➡

（２）【訪問・通所】居宅介護支援事業所と連携

（３）【訪問】利用者宅を訪問中の発災への備え

（４）【訪問】移動中の発災への備え

（５）【訪問・通所】避難方法や避難所に関する情報把握

問題点や改善点などの
意見を聴収する為の手順イメージ

❶研修項目を
BCPに紐づけし明確にしておく

❷BCP項目に紐づけた形で
問題点や改善点等の意見を聴収する

❸問題点や改善点等の意見を記録する

医療機器の人工呼吸器と
医療機器の喀痰吸引機器の使用に関して
自家発電機：400Kw x 8 時間使用可能。
とあるが、
8時間経過した後は、どのように対応す
べきなのか？



【問題点や改善点などの意見のヒアリングシートのサンプル】

1：情報連携の訓練 問題点や改善点などの意見

・正確な情報の入手の為の行政との連携シミュレーション ➡

・利用者家族との状況連絡シミュレーション

・活動記録の記載シミュレーション

2：消火訓練 問題点や改善点などの意見

・地震発生直後直ちに火元の点検、ガス漏れの有無の確認などを行い、 ➡

発火の防止に万全を期すとともに、発火の際には消火に努める為の

シミュレーション

3：電気・ガス・水道が止まった場合の訓練 問題点や改善点などの意見

・停電時のシミュレーション ➡

・ガスがとまった場合のシミュレーション

・断水時のシミュレーション：衛生面（トイレ等）対策等

4：通信麻痺・システム停止時の訓練 問題点や改善点などの意見

・通信麻痺時のシミュレーション ➡

・システム停止時のシミュレーション

・代替手段のテスト等
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頭の中で計画したことを実際に実行してみると 、「食い違いがある」。

問題点や改善点などの
意見を聴収する為の手順イメージ

❶訓練項目を
BCPに紐づけし明確にしておく

❷BCP項目に紐づけた形で
問題点や改善点等の意見を聴収する

❸問題点や改善点等の意見を記録する

粉末消火器の薬剤詰替は、おおむね5年
ごとが目安の様ですが、既に6年経って
います。

（２）訓練（シミュレーション）の振り返り

２．研修・訓練の振り返り
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３．研修・訓練の振り返り報告

自然災害発生時におけるBCP：Ⅴ章 自然災害BCPの研修・訓練
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３．研修・訓練の振り返り報告

（１）研修・訓練の振り返りからの報告

自然災害発生時におけるBCP：Ⅴ章 自然災害BCPの研修・訓練

BCP委員会に報告し計画書をバージョンアップさせる！

BCP委員会に報告し

BCPをバージョンアップ！

周知の為の研修から、
問題点や改善点など
の意見

訓練の実施から、
問題点や改善点など
の意見
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おわりに

今回は、【自然災害BCPの研修・訓練 】として、
□：研修の実施
□：訓練（シミュレーション）の実施
□：研修・訓練（シミュレーション）の振り返り
の実施の例についてお話をさせていただきました。

また、こちらの研修動画のほかに、BCPの作成に向け
□：Ⅰ章 事業の特徴や規模を理解する
□：Ⅱ章 業務継続計画策定の為の委員会を設置
□：Ⅲ章 自然災害BCPの作成準備（BCPの理解編）
□：Ⅳ章 自然災害BCPの作成
□：Ⅵ章 自然災害 BCPの見直し・修正
の研修動画もご用意しております。

自然災害発生時におけるBCP：Ⅴ章 自然災害BCPの研修・訓練



ご視聴ありがとうございました
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